
　　　2一エチルヘキサノrノレ（オクタノrル）の分解度試験成績報告書

1．　試験期間　　昭和52年5月27日～昭和52年7月6目

2．　試　　料　　名　　　　2一エラ：ツ紳ザノージレ（オク：タノーゾレ）（試料駈K－285）

　　分子式　C5H”G
　　構　造　式

　　　　　　　CH3（CH2）3－CH－CH20H
　　　　　　　　　　　　　　　L
　　　　　　　　　　　　　　　し2Hε

　　　　性状　純度999％沸点195℃
　　　　　　　　　比　重　0．854　　溶解性　水　0．0586％

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（援示資料による）

1驚i三｝灘…………坊

　5．1　試験装置

　　　　酸素消費量自動測定機

　3．2　酸素消費量測定

　　　　　5．1の記録による

　5．3　生分解試験後の直接定量法

　　　〔a）使用分析機器

　　　　　　全有機炭素分析計

　　　　　　ガスクロマトグラフ　検出器FID

　　　　　　　以下次頁に続く

5．　試験方法及び条件

　㊤）　分析試料の前処理

　　　　　　　ト　　　　　　　1試　験　液l

　　　　　　　　　　　l・静置

　　：沈塵二塑’　・上澄脚

　　　　　　　　　　　「…

　　　　　　　犀亟連座壷璽
　＠）分析条件

　　　全有微炭素分析計（Toc計）

　　　　流速　TC回路　200mユ／証n

　　　　温度　TC炉　　890℃

　　　ガスクロマトグラ7（G　C）検出器FエD

　　　　キャリアガス　　N皇

　　　　充てん剤　10％PEG20M＋5多KO映ライト545

　　　　ガラスカラム　　 2辺mρ×1m

　　　　カラム温度　 110℃

4．　試験結果
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5．備　　考

　（1）　直接定量にお・いて、残留量がT　O　C26．6㎎，G　C198mg

　　と差があった。

　　その原因を知るためK－285の100ppn水溶液を作り、半

　　分を開栓状態で常温暗所に、残り半分を密栓状態で冷蔵庫に

　置き、4日後に両試料を測定した所、T　OC，G　C共開柱状

　　態の方が密栓状態の約半分に減少していた。

　　（図一415参照）

　　故に残留量の差はT　O　C測定後G　C測定までの時間の差が

　原因の1つとして考えられる。

（2）　K－285の比重は0．834のため、マイクロシリンジで

　　乙6μ1（ろ6μ1×0．834＝50皿g）をzk，培養液に添加した。

131　クーロメ一夕ーヘのセット状況は次のようであった。

　　仕込時　水面に浮いていたが、回転子で回転すると、すぐ

　　　　　　溶解した。

　　途　中　汚泥系にむいて、B　OD曲線があがるにつれ汚泥

　　　　　　の増殖がみられた。

　　終了時　汚泥系の汚泥は基礎呼吸に比べ増殖していた。

　　　　　　左お・、P且は基礎呼吸6，85　，汚泥系6．8，6．9量

　　　　　　水系、5．6，5．ろであった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　　　上


